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災
害
に
は
、
大
雨
、
洪
水
、
暴
風
、
土

砂
災
害
、
高
潮
、
高
波
、
地
震
、
火
災
な

ど
様
々
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で

も
、
こ
の
時
期
注
意
し
た
い
の
が
、
大
雨
、

洪
水
と
土
砂
災
害
で
す
。

洪　

水

　

昨
年
の
７
月　

日
を
覚
え
て
い
ま
す

２６

か
？
降
り
続
く
雨
に
よ
り
、
早
朝
５
時
に

大
雨
警
報
、
洪
水
注
意
報
が
、
そ
し
て
８

時　

分
に
洪
水
警
報
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

２５

　

通
常
、
１
時
間
に　

㎜
以
上
の
雨
が
降

２０

る
と
、
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
日
観
測
さ
れ
た
最
大
時
間
雨

量
（　

日　

時
～　

時
）
は　

㎜
。

２６

１０

１１

５４

　

排
水
ポ
ン
プ
の
運
転
を
停
止
（
※
）
し
、 

決
壊
の
恐
れ
が
高
い
と
判
断
し
た
小
城
地

区
と
牛
津
地
区
の
一
部
に
対
し
、
小
城
市

で
初
の
〝
避
難
勧
告
〟
を
出
し
ま
し
た
。

※
排
水
ポ
ン
プ
の
運
転
調
整

　

六
角
川
・
牛
津
川
に
は
河
川
の
氾
濫

を
防
ぐ
た
め
の
堤
防
が
あ
り
ま
す
。
大

雨
時
、
排
水
ポ
ン
プ
を
稼
働
さ
せ
続
け

る
と
水
位
が
上
昇
し
、
破
堤
に
至
り
大

き
な
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
被
害
を
回
避
す
る
た
め
に
、
排

水
ポ
ン
プ
の
運
転
を
調
整
す
る
こ
と
で

堤
防
の
決
壊
や
越
水
等
を
防
ぎ
ま
す
。

（上）ドゥイング三日月前　水路が増水し、道路が冠水。
（下）牛津川　牛津地区の一部に避難勧告がだされた時の水位。

ＪＲの鉄橋下数メートルまで水かさが増している。

洪水と土砂災害

防
災
防
災　梅雨の時期

を

迎
え
、
突
発
的
な

集
中
豪
雨
が
お
こ
り

や
す
い
気
候
と
な
っ

て
い
ま
す
。
自
然
災
害

は
い
つ
私
た
ち
に
襲
い

か
か
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
事
前
の
対

策
に
よ
り
、
被
害
を
最
小

限
に
抑
え
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
い
ざ

と
い
う
と
き
に
備
え
、
家
庭

や
地
域
で
日
ご
ろ
か
ら
対
策
を

考
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

災
害
が
発
生
し
た
時
に
は
、
交
通
網
を
は
じ
め
電
気
、
ガ

ス
、
水
道
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
さ
れ
、
消
防
や

行
政
な
ど
の
公
共
機
関
が
十
分
に
対
応
で
き
な
い
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　

自
分
と
家
族
、
大
切
な
人
の
命
を
守
る
た
め
に
、
普
段
か

ら
災
害
に
対
す
る
備
え
に
つ
い
て
も
う
一
度
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

毎年、梅雨の時期の集中豪雨に備え
“土のう作り”を行う消防団員。

特集
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土
砂
災
害

　

土
砂
災
害
と
は
、
土
石
流
、
地
す
べ
り
、

が
け
崩
れ
を
指
し
ま
す
。
６
月
か
ら
９
月

に
か
け
て
は
、
短
期
間
の
う
ち
に
狭
い
地

域
に
集
中
し
て
雨
が
降
る
『
集
中
豪
雨
』

が
起
こ
り
や
す
い
時
期
で
、
毎
年
災
害
が

全
国
各
地
で
起
き
て
い
ま
す
。

　

昨
年
７
月
の
中
国
・
九
州
北
部
豪
雨
で

は
、
小
城
市
で
も
各
所
で
災
害
が
発
生
し

ま
し
た
。

み
ん
な
で
防
ご
う
！
土
砂
災
害

　

６
月
１
日（
火
）
～　

日（
水
）
は

３０

土
砂
災
害
防
止
月
間
で
す
！

 

 

 

　

災
害
は
突
然
や
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
時

に
何
を
す
る
か
考
え
て
も
遅
い
の
で
す
。

日
頃
か
ら
防
災
対
策
に
つ
い
て
家
族
で
、

地
域
で
考
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

消
防
や
行
政
が
「
守
る
」
と
い
う
こ
と

＋
（
プ
ラ
ス
）
自
分
た
ち
で
「
守
る
」
と

い
う
２
重
の
危
機
管
理
に
よ
っ
て
、
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

【急傾斜地崩壊危険箇所】【急傾斜地崩壊危険箇所】
(がけ崩れ）(がけ崩れ）

【土石流危険渓流】【土石流危険渓流】 【地すべり危険箇所】【地すべり危険箇所】

がけ崩れは、急な斜面で突発的
に起こります。瞬時に崩れ落ち
るため、避難が遅れがちになり
ます。

●がけからの水が濁ります。
●がけに亀裂が入ります。
●小石がパラパラ落ちてきます。
●斜面がふくらんできます。
●雨水が斜面を流れて溝ができ
   ます。
●斜面の方から大きな音がします。

●山鳴りがします。
●雨が降り続いているのに川の
   水位が下がります。
●川の流れが濁ったり流木が
   混ざり始めます。

●地面にひび割れができます。
●沢や井戸の水が濁ります。
●斜面から水がふき出します。

土石流は谷筋で起きます。土砂な
どが水といっしょに流れ下り、速
度が速く大きな破壊力を持ってい
ます。

地すべりは、一度に広い範囲の地盤
が動き出します。速度はゆるやかで
すが、発生すると大きな被害をもた
らします。

こ　の　よ　う　な　前　ぶ　れ　に　注　意　!こ　の　よ　う　な　前　ぶ　れ　に　注　意　!

守る

小城市消防団長
中尾　 隆  尚 さん

たか なお

中尾団長（左）と秋丸 政  光 副団長
まさ みつ

平成２１年７月２６日　小城町東小松の市道にて
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事
前
の
備
え

防災の心得１その

防災の心得２その
早
め
の
避
難

　

台
風
の
接
近
や
大
雨
が
予
想
さ

れ
る
場
合
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

か
ら
の
最
新
情
報
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
県
や
市
が
提
供

す
る
最
新
情
報
は
パ
ソ
コ
ン
や

メ
ー
ル
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

「
防
災
ネ
ッ
ト
あ
ん
あ
ん
」

　

佐
賀
県
が
提
供
す
る
、
防
災
・

安
全
・
安
心
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム

の
サ
イ
ト
で
す
。

◆
登
録
の
仕
方

・kantan@
esam

.j

       
    
  p  
に
空
メ
ー
ル

を
送
る
。

・
パ
ソ
コ
ン
、
ま
た
は
携
帯
の
Ｕ

http://esam
.jp

Ｒ
Ｌ
に 
          
    
を
入

力
す
る
。

・
左
図
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
携
帯
電

話
の
カ
メ
ラ
で
読
み
取
る
と
す

ぐ
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

「
小
城
市
防
災
メ
ー
ル
」

　

小
城
市
が
提
供
す
る
防
災
メ
ー

ル
で
す
。

◆
登
録
の
仕
方

ogi-shim
in@
bousai.city-ogi.j

        
   
                 p  

に
空
メ
ー
ル
を
送
る
。

・
左
図
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
携
帯
電

話
の
カ
メ
ラ
で
読
み
取
る
と
す

ぐ
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

「
小
城
市
防
災
行
政
無
線
」

の
放
送
内
容
が
電
話
で
確

認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
！

　

こ
れ
ま
で
は
、
大
雨
の
時
や
暴

風
雨
の
際
に
、
防
災
行
政
無
線
で

の
放
送
が
聞
こ
え
な
い
等
の
苦
情

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
放

送
か
ら
３
時
間
以
内
は
、
電
話
を

か
け
る
こ
と
に
よ
り
聞
き
直
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

電
話
番
号 

☎
０
９
５
２−

　

−

５
２
５
８

５１

　

電
話
料
金
に
つ
い
て
は
、
利
用

者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
回
線
は
６
回
線
で
す
。

話
し
中
の
場
合
に
は
、
恐
れ
入
り

ま
す
が
再
度
お
か
け
直
し
く
だ
さ

い
。

■
避
難
は
慌
て
ず
、
早
め
に

　

市
が
災
害
の
危
険
が
迫
っ
て
い

る
住
民
に
対
し
て
避
難
を
お
願
い

す
る
場
合
、「
避
難
勧
告
」
と
「
避

難
指
示
」
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
災
害
対
策
基
本
法
の

規
定
に
よ
り
、
市
町
村
長
が
判
断

し
て
発
令
し
ま
す
。
緊
急
性
で
は

「
避
難
指
示
」
の
ほ
う
が
「
避
難

勧
告
」
よ
り
高
く
、
拘
束
力
が
強

く
な
り
ま
す
。
市
か
ら
避
難
情
報

が
出
た
場
合
に
は
、
慌
て
ず
、
速

や
か
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

１. 非常持ち出し品の事前準備を１. 非常持ち出し品の事前準備を２. 大雨や台風に備えて２. 大雨や台風に備えて、家の家の
     まわりを点検・整備しておく     まわりを点検・整備しておく

３. 避難所や避難路を確認しておく３. 避難所や避難路を確認しておく

自分の地区の避難所はどこなの
か、そこへ安全に行くためには
どう行けばいいのかを家族で確
認しておきましょう。

家のまわりに吹き飛ばされそう
なものはないか、TVアンテナ
などは傷んでいないか確認して
おきましょう。また、家の前の
排水溝がつまっていないかなど
の確認も必要です。

避難するときの荷物は必要最低
限とし、事前に準備しておきま
しょう。
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地
域
ぐ
る
み
で
の
防
災

■
自
主
防
災
組
織

　

大
き
な
災
害
が
起
こ
っ
た
場
合
、
消

防
や
警
察
な
ど
の
公
共
機
関
『
公
助
』

が
十
分
に
対
応
で
き
な
い
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
こ
う
し
た
場
合
、
地
域
の
人

た
ち
が
集
ま
っ
て
行
う
初
期
消
火
、
負

傷
者
の
救
助
な
ど
の
活
動
が
被
害
の
防

止
・
軽
減
の
た
め
に
重
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。

　
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で

守
る
」『
自
助
』
と
い
う
心
構
え
で
積

極
的
に
自
主
防
災
組
織
に
参
加
し
ま

し
ょ
う
。

■
災
害
時
要
援
護
者

　

災
害
が
発
生
し
た
時
は
、
自
力
で
の

避
難
が
で
き
な
い
方
（
災
害
時
要
援
護

者
）
に
と
っ
て
は
、
地
域
で
助
け
合
う

『
共
助
』
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

日
ご
ろ
の
声
か
け
や
見
守
り
、
災
害

時
の
安
否
確
認
・
避
難
支
援
な
ど
を
地

域
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

防災の心得３その

　

市
で
は
、
在
宅
の
高
齢
者
・

障
が
い
者
・
難
病
患
者
等
の
方

で
、
災
害
時
に
支
援
を
必
要
と

す
る
方
た
ち
を
対
象
と
し
た

「
災
害
時
要
援
護
者
台
帳
」へ
の

登
録
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
台
帳
に
よ
る
情
報
を
地

域
の
自
治
会
、
自
主
防
災
組
織
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
な
ど
と

共
有
し
、
災
害
時
の
対
応
に
つ

い
て
、
連
携
を
図
り
ま
す
。

■
登
録
を
希
望
す
る
方

　

福
祉
課
で
登
録
の
受
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。
家
族
の
方
な

ど
の
代
理
申
請
も
可
能
で
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

災害時要援護者の登録を

【問合せ】・土砂災害について　　　　　　　建設課（芦刈庁舎）　☎６３－８８２５
　　　　　・自主防災組織　　　　　　　　　総務課（牛津庁舎）　☎６３－８８１８
　　　　　・災害時要援護者避難支援制度　　福祉課（三日月庁舎）☎７３－８８２０

支援を希望される方
（高齢者・障がい者など）

市役所（福祉課）
登録台帳の管理

民生委員
児童委員

自治会
自主防災組織

避難支援者
（近隣の方など）

登録の申し込み

協力協力

情報の共有
･声かけ
･見守り
･災害時の支援

地域の助け合いが大切！地域の助け合いが大切！


